
第
躯
回
本
会
総
会
に
お
い
て
『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
推
論

し
、
数
種
の
写
本
お
よ
び
安
政
刊
本
の
註
・
背
記
・
札
記
と
巻
翠
の

妊
婦
図
よ
り
し
て
、
伝
写
に
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
。
一
つ
は
仁

和
寺
本
の
系
統
で
あ
り
、
一
つ
は
半
井
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
。
前

者
は
註
や
増
補
も
少
な
い
が
、
後
者
は
加
筆
・
註
・
増
補
が
多
い
こ

と
を
の
べ
た
。
今
回
は
筆
者
の
知
り
え
た
現
存
す
る
『
医
心
方
』
の

抄
本
を
列
記
し
、
こ
れ
を
三
群
に
大
別
し
て
簡
単
な
知
見
を
く
わ
え

る
ＯＡ

群
半
井
本
系

１
、
半
井
家
蔵
鋤
巻
鋤
軸

２
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

現
在
半
井
本
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
安
政
元
年
に
多
紀
元

堅
ら
が
、
忠
実
に
影
写
し
た
宮
内
庁
本
と
こ
の
影
写
事
業
に
参
与
し

た
森
立
之
の
手
記
・
『
医
心
方
提
要
』
（
大
日
本
史
料
第
一
編
之
二
十
一
）

『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て杉

立
義
一

(Ⅱ）

を
参
考
に
し
て
考
え
る
と
、
半
井
本
は
天
養
二
年
（
二
四
五
）
に
宇

治
本
・
医
家
本
・
文
殿
の
勘
物
を
勘
案
し
て
新
し
く
移
点
し
た
抄
本

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
数
百
年
、
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
間
に
も
和
丹
両
家
の
医
官
に
は
ま
ま
閲
覧
さ
せ
、
註
・
書
入
れ
・

増
補
を
う
け
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
詳
述
す
る
。
正
親
帝
よ
り
半
井
瑞
策
に
下
賜
さ
れ
た
後
も
、

一
部
流
出
・
消
失
が
あ
り
、
こ
れ
の
補
完
を
行
っ
た
形
跡
が
あ
る
。

特
に
巻
翠
と
巻
詔
は
最
も
新
し
く
て
江
戸
初
期
の
筆
写
で
あ
る
。

３
、
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
・
成
筈
堂
文
庫
、
巻
塑

こ
れ
は
室
町
期
に
半
井
家
よ
り
京
都
岡
本
家
に
流
出
し
、
錦
小
路

家
を
経
て
徳
富
蘇
峰
の
所
蔵
と
な
っ
た
が
、
現
在
は
お
茶
の
水
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
平
安
末
の
作
。

Ｂ
群
仁
和
寺
本
系

４
、
仁
和
寺
蔵
５
巻

平
安
末
期
ま
た
は
鎌
倉
初
期
の
抄
本
で
国
宝
指
定
。
『
本
朝
書
籍

目
録
』
に
よ
れ
ば
仁
和
寺
に
は
鎌
倉
時
代
に
『
医
心
方
』
訓
巻
が
あ

っ
た
。
寛
政
三
年
に
幕
府
に
提
出
し
た
時
に
は
巻
名
明
示
皿
包
・
巻

名
不
明
ｕ
包
計
塑
包
が
あ
っ
た
。
ま
た
小
島
学
古
が
天
保
十
三
年
に

仁
和
寺
に
赴
い
て
実
見
し
た
時
の
記
録
、
『
河
清
寓
記
』
に
も
同
じ
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く
翠
包
あ
っ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
が
現
存
す
る
の
は
、
巻

１
．
５
．
７
．
９
．
ｍ
の
５
巻
の
み
で
あ
る
。
仁
和
寺
本
は
註
・
増

補
も
少
な
く
て
、
安
政
本
の
札
記
よ
り
類
推
す
れ
ば
宇
治
本
と
相
似

て
い
る
。
『
医
心
方
』
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
仁
和
寺
に
入
っ

た
か
は
今
後
の
探
究
に
ま
つ
。

５
、
内
閣
文
庫
蔵
加
巻
加
冊

寛
政
三
年
、
仁
和
寺
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
『
医
心
方
』
は
翠

包
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
多
紀
元
恵
ら
は
Ⅳ
巻
に
ま
と
め
て
筆
写
し

て
、
こ
れ
に
多
紀
家
旧
蔵
零
本
３
巻
（
巻
２
．
８
．
型
）
を
加
え
て
新

し
い
抄
本
を
作
っ
た
。
正
本
は
幕
府
に
献
上
し
て
医
学
館
に
残
し

た
。
こ
れ
が
紅
葉
山
文
庫
か
ら
内
閣
文
庫
に
移
っ
た
。

こ
の
副
本
を
多
紀
氏
は
幕
府
の
許
可
を
え
て
自
家
（
聿
修
堂
）
に
残

し
た
。
し
か
し
天
保
十
年
九
月
十
二
日
に
焼
失
し
た
た
め
現
在
承
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
の
諸
種
の
抄
本
は
聿
修
堂
本
を
筆
写
し

た
も
の
で
あ
る
。

６
、
蓬
左
文
庫
蔵
加
巻
加
冊

聿
修
堂
本
を
浄
書
し
て
尾
張
侯
に
献
上
し
た
も
の
で
善
本
で
あ

る
。
政
文
は
内
閣
文
庫
本
と
若
干
異
な
る
所
が
あ
り
、
特
に
多
紀
家

旧
蔵
零
本
を
４
巻
（
巻
２
．
４
．
虹
・
理
）
と
し
て
い
る
。
以
下
の
諸

抄
本
も
ゑ
な
蓬
左
本
と
同
じ
政
文
を
附
し
て
い
る
。

７
、
東
大
綜
合
図
書
館
蔵
多
紀
元
堅
旧
蔵
加
巻
加
冊

元
堅
が
書
店
か
ら
購
入
し
た
抄
本
の
欠
落
部
分
を
補
う
た
め
、
本

家
の
聿
修
堂
本
を
借
り
う
け
て
写
し
た
。
天
保
十
年
九
月
十
二
日
の

元
堅
識
語
が
あ
る
。

８
、
大
東
急
文
庫
蔵
木
村
正
辞
旧
蔵
刎
巻
別
冊

伊
沢
信
括
（
蘭
軒
）
は
友
人
島
武
に
依
頼
し
て
文
化
十
四
年
よ
り

三
カ
年
を
費
し
て
聿
修
堂
本
を
筆
写
さ
せ
た
。
文
政
三
年
五
月
の
信

桔
の
賊
文
が
あ
る
。
森
鴎
外
の
伊
沢
蘭
軒
伝
に
詳
し
く
掲
載
し
て
あ

プ
（
》
○

９
、
杏
雨
書
屋
蔵
廻
巻
加
冊

加
、
杉
立
架
蔵
四
巻
加
冊

９
と
ｍ
は
森
川
免
毛
（
京
都
の
和
方
家
森
川
宗
円
と
同
一
人
物
か
）
が

文
政
十
三
年
に
聿
修
堂
本
を
筆
写
し
た
も
の
。
賊
文
の
最
後
に
免
毛

の
識
語
が
あ
る
。
杉
立
蔵
本
は
版
が
大
き
く
、
縦
三
三
・
五
糎
・
横

二
四
糎
あ
る
。

、
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
四
巻
Ⅳ
冊

筆
写
年
・
写
手
不
明
・
内
容
は
聿
修
堂
本
と
同
じ
。

皿
、
刈
谷
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
・
加
巻
翠
冊
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鰯
、
石
原
明
氏
蔵
巻
２
．
４
宝
暦
八
年
紀
宗
直
写

蛆
、
杏
雨
書
屋
蔵
巻
躯
・
明
和
四
年
片

卯
、
杏
雨
書
屋
蔵
巻
６
．
Ⅳ
伴
直
方

虹
、
杏
雨
書
屋
蔵
巻
塑
小
島
学
古
写

塑
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
巻
巧
・
妬
宝
永

刈
谷
藩
医
村
上
承
卿
旧
蔵
・
筆
写
年
不
明
。

週
、
杏
雨
書
屋
蔵
咽
巻
鋤
冊

嘉
永
四
年
、
尾
張
の
中
村
有
嘉
が
蓬
左
文
庫
本
を
重
抄
し
た
も
の

か
。皿

、
三
宅
氏
蔵
本
四
巻
誕
冊

年
月
、
写
手
不
明
、
恐
ら
く
幕
末
頃
の
抄
本
。

班
、
杏
雨
書
屋
蔵
８
巻
８
冊

嘉
永
二
年
野
上
政
純
が
、
８
を
重
抄
し
た
も
の
。

妬
、
杏
雨
書
屋
蔵
・
白
河
文
庫
旧
蔵
加
巻
、
冊

Ⅳ
、
内
閣
文
庫
蔵
・
浅
草
文
庫
旧
蔵
６
巻
６
冊

昭
、
杏
雨
書
屋
蔵
四
巻
加
冊

昭
和
十
四
年
浜
田
繁
次
郎
が
９
を
筆
写
し
た
も
の
。

Ｃ
群
零
本

り
て
写
》
す

巻
躯
・
明
和
四
年
片
倉
鶴
陵
写

巻
６
．
Ⅳ
伴
直
方
写

巻
巧
・
妬
宝
永
八
年
・
半
井
氏
蔵
本
を
借

鯉
、
京
大
医
学
図
書
館
蔵
富
士
川
文
庫
巻
８

文
政
年
間
、
北
条
相
模
守
が
脚
気
発
病
の
際
に
、
多
紀
元
堅
が
半

井
氏
所
蔵
の
延
慶
本
巻
８
を
借
り
て
写
さ
し
め
た
。
八
葉
の
糸
。

妬
、
国
会
図
書
館
蔵
巻
鋤

妬
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
巻
３

”
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
巻
１
．
２

犯
杏
雨
書
屋
蔵
巻
１
，
巻
１
，
巻
４
，
巻
２
．
４

羽
、
無
窮
会
図
書
館
蔵
神
習
文
庫
巻
１

鋤
、
国
会
図
書
館
蔵
白
井
文
庫
巻
１
の
諸
薬
和
名

釦
、
京
大
人
文
科
研
文
化
四
年
写
諸
薬
和
名

鉈
、
杉
立
架
蔵
文
化
七
年
米
関
拙
写
諸
薬
和
名

詔
、
刈
谷
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
医
心
方
抄

天
保
十
一
年
村
上
承
卿
写
。

（
京
都
府
医
師
会
）
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